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1 微分方程式

(x2 + 3xy) dx+ (3x2 − xy) dy = 0

について, 次に問に答えなさい.

(1) 完全微分方程式でないことを示しなさい.

(2) λ =
1

x
が積分因子であることを示しなさい.

(3) 一般解を求めなさい.

(4) 初期条件 x = 2, y = 1 に対する特殊解を求めなさい.

2 微分方程式
y dx− x dy = 0 (1)

について次の問に答えなさい.

(1) 完全微分方程式でないことを示しなさい.

(2) 積分因子を求めなさい.

(3) 完全微分方程式の解法に従って, 一般解を求めなさい.

(4) 変数分離形微分方程式の解法に従って, 一般解を求め
なさい.



 

3 定数係数線形微分方程式

y′′ − 4y′ + 4y = 25 sinx

について次の問に答えなさい.

(1) y = 3 sinx+ 4 cosx が, この微分方程式の特殊解
であることを示しなさい.

(2) 一般解を求めなさい.

4 定数係数線形微分方程式

y′′ − 2y′ + 2y = 2x2 − 2

について以下の問に答えなさい.

(1) この方程式の特殊解の 1つは, y = ax2 + bx+ c と書け
ることがわかっている. 定数 a, b, c を求めなさい.

(2) 一般解を求めなさい.



 

5 定数係数線形微分方程式

y′′ − 2y′ − 3y = e3x

の一般解を求めなさい.

6 2階定数係数線形微分方程式

f(D)y = e2x + e−x

の一般解が

y = c1e
x cos 3x+ c2e

x sin 3x+ g(x)

であるとき, 多項式 f(t) と関数 g(x) を求めなさい. た
だし, c1, c2 は任意定数とする.


